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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
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９
９

８
回
    

笠
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山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
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・・ ・・
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鉄
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視
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鉄
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行
仙
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路

行
仙
宿
補
給
路

行
仙
宿
補
給
路

行
仙
宿
補
給
路
のの のの
補
修

補
修

補
修

補
修
整
備

整
備

整
備

整
備
    

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
１

月
０

３
日

(
土

)
 
～

０
４

日
(
日

)
 
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
乾

 
克

己
、
奥

本
正

幸
、
塩

川
真

武
、
奥

村
順

夫

(
１

泊
２

日
)
。
３

日
日

帰
り
；
児

嶋
道

夫
、
上

村
洋

司
・
和

美
、

梶
野

照
雄

。
４

日
日

帰
り
；
沖

﨑
吉

信
、
濱

野
兼

吉
、
生

熊
千

満
子

、
上

村
洋

司
・
和

美
、
湯

川
一

郎
、
山

川
治

雄
、
岩

本
信

行
、

竹
中

卓
治

、
高

階
美

根
子

、
栗

原
真

行
。

 

３
日

；
９

名
、

４
日

；
１

６
名

。
 

延
２

５
名

。
 

 １
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
０
３

０
３

０
３

０
３
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))     
晴
時

々
曇

 
 

 
登

山
口

気
温

１
１

℃
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
宮

組
は

、
川

島
車

(
児

嶋
同

乗
)
・

上
村

車
の

２
台

で
新

宮
を

７
時

前
に

出
発

し
、
北

山
村

経
由

で
不

動
ト

ン
ネ

ル
を

抜
け

、
浦

向
よ

り
国

道
４

２
５

号
線

を
辿

る
。
道

路
沿

い
の

木
々

の
紅

葉
が

色
づ

き
始

め
、
奥

駈
道

稜
線

が

赤
黄

褐
色

に
な

っ
て

来
て

い
る

。
 

登
山

口
に

梶
野

車
と

一
緒

に
到

着
。
転

回
場

所
の

ベ
ン

チ
椅

子
前

に
電

源

開
発

㈱
橋

本
流

通
事

業
所

か
ら

寄
贈

の
「

く
い

丸
」
が

置
か

れ
て

い
る

。
予

め
お

願
い

し
た

長
さ

１
．
８

ｍ
で

は
な

く
１

，
５

ｍ
の

様
だ

。
 

 
 

 
 

 

行
仙

宿
登

山
口

に
到

着
 

 
 

 
寄

贈
「

く
い

丸
」

 
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

で
荷

作
り

 

 

今
年

、
北

ア
ル

プ
ス

の
七

倉
岳

稜
線

の
船

窪
小

屋
の

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
体

育
の

日
迄

働
い

て
お

ら
れ

た
塩

川
君

が
参

加
・

到
着

。
乾

氏
と

山
友

達
の

２

名
は

、
少

し
送

れ
る

と
の

事
か

ら
、

宿
泊

食
料

等
を

積
込

み
川

島
・

児
嶋

・

梶
野

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
で

他
の

方
は

歩
い

て
行

仙
宿

へ
。

上
村

洋
氏

は
補

給

路
の

登
山

口
～

第
１

ベ
ン

チ
迄

を
熊

手
に

よ
る

掻
き

掃
除

を
終

え
て

か
ら

、

笠
捨

山
捲

き
道

の
整

備
作

業
に

加
わ

る
と

の
事

。
 

行
仙

宿
に

９
時

過
ぎ

に
到

着
す

る
と

、
宿

内
に

電
源

開
発

㈱
橋

本
流

通
事

業
所

か
ら
「
大
峯

奥
駈

道
整

備
の
定
期

寄
贈
品

(
飲

料
水

３
箱
+
缶
パ

ン
２
箱

+
卓

上
コ

ン
ロ
ガ

ス
４
セ

ッ
ト

)
」

が
荷
揚
げ

し
て

置
か

れ
て

い
た

。
ご
好
意

に
衷
心

よ
り
御
礼

と
感
謝

を
申

し
上
げ
ま

す
。

 

 
 

 
 

 

色
づ

く
木

々
と

行
者

堂
 

 
補

修
整

備
作

業
の

準
備

 
 

 
電

源
開

発
㈱

の
寄

贈
品

 

 笠
捨

山
捲

き
道

(
旧
逓

信
道

・
鉄
塔
巡
視

路
)
の

補
修

整
備

作
業

の
道
具

を

準
備

す
る
間

に
、
梶

野
氏

に
山

彦
Ｇ

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

を
新
品

に
取
替

え
て

貰
う

。
川

島
(
チ
ェ

ン
ソ

ー
+
ト

ン
ガ

)
、

梶
野

(
チ
ェ

ン
ソ

ー
等

)
、

児
嶋

(
ジ

ョ
レ

ン
+
ロ

ー
プ

)
、

塩
川

(
大
ハ

ン
マ

ー
)
、

上
村

和
美
さ
ん
の

５
名

は
、

行

仙
宿

を
９

時
３

０
分
頃

に
出

発
。

 

笠
捨

山
捲

き
道

は
、
1
0
/
1
4
に
半
分

の
点
検

整
備

を
終

え
て

い
る

事
か

ら
補

修
整

備
状
況

を
確
認

し
な

が
ら

歩
き

、
N
o
2
4
鉄
塔

の
ベ

ン
チ

で
小
休
止

。
 

N
o
2
6
鉄
塔

と
槍

・
地
蔵

岳
の

稜
線

が
良

く
望
ま

れ
、

紅
葉

が
色

づ
き

始
め

て
い

る
。
又

、
作

業
に
適

し
た
清

々
し

い
気

温
・

気
候

で
あ

る
。
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N
o
2
4
鉄

塔
ベ

ン
チ

で
小

休
止

 
 

色
づ

き
始

め
た

槍
・

地
蔵

岳
 

 
 

ブ
ナ

の
大

木
切

除
 

 前
回

根
返

り
し

た
倒

木
の
枝
切

除
に

時
間

を
要

し
た
地
点

を
過

ぎ
て

、
大

き
な
ブ
ナ

を
切

除
し

て
山
側

を
廻

り
込
ん

で
い

た
が

、
梶

野
氏

が
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
支
障

の
な

い
様

に
ブ
ナ
大

木
を
切

除
し

て
下

さ
る

。
残

り
半
分

の
捲

き

道
の

補
修

整
備

に
時
間

を
要

す
る
地
点
も
想
定

さ
れ

川
島

は
先

行
す

る
。

 

前
回
引

き
返

し
た

岩
盤
露

出
の
支
谷
地
点

は
、
以

前
青

木
氏

が
足

場
を
セ

メ
ン

ト
で
固

め
た
箇

所
で
あ

り
、
浮

い
た

岩
を
落

と
し

て
ゆ

っ
く

り
足

場
を

確
認

し
な

が
ら
横
切

る
。
梶

野
・
児

嶋
さ
ん

は
、
ロ

ー
プ

を
張

っ
て
下

さ
る

。
 

し
ば

ら
く

歩
く

と
木

が
根
ご

と
滑

り
落
ち

た
岩
盤
露

出
箇

所
は

、
岩
盤

上

 
 

 
 

 

岩
盤

露
出

の
支

谷
横

切
る

 
木

が
崩

落
し

岩
盤

露
出

 
 

 
傾

い
た

歩
道

橋
 

 
 

 

部
の

山
裾

を
歩

い
て

通
る

事
が

出
来

る
。
傾

い
た

歩
道

橋
は

、
以

前
か

ら
傾

い
て

い
て

、
新

た
に
支
谷

か
ら

流
出

し
た

山
裾

の
土
石

を
ト

ン
ガ

で
除

き
足

場
を
確
保

し
通

過
可

に
し

た
。

上
村

洋
氏

が
追

い
つ

き
作

業
に

加
わ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
枯

れ
倒

木
の

切
除

前
と

切
除

後
 

 
 

 
 

 
豪

雨
で

掘
れ

込
ん

だ
支

谷
 

  
杉
植
林
帯

を
通

る
捲

き
道

は
、
猪

が
ミ
ミ
ズ

等
の
餌

を
捜

し
道

の
凹
凸

が

激
し

く
、

ト
ン
ガ

・
ジ
ョ

レ
ン

で
均

す
。
浮

い
た
桟

木
は

、
木
杭

と
桟

木
を

塩
川

君
が
大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

い
て

、
土
留

め
に

な
る

様
に

補
修

す
る

。
 

こ
の
地
点

を
過

ぎ
た
支
谷

は
、
豪
雨

に
よ

り
約

２
ｍ
掘

れ
込
ん

で
い

る
の

で
 

 
 

 
 

 
 

 
撒

き
道

の
桟

木
崩

落
 

 
 

 
捲

き
道

を
辿

る
 

 
 

分
岐

手
前

の
倒

木
そ

の
ま

ま
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堆
積

土
石

を
ト

ン
ガ

で
崩

し
て
伏

流
水

で
水

が
流

れ
て

い
な

い
下

流
地
点

で

谷
を
横
切

り
、
足

場
崩
落

上
の
元

の
捲

き
道

へ
登

り
返

す
。
此
処

の
通

過
は

、

桟
木

歩
道
設

置
が
難

し
く

、
現

時
点

で
は
こ

の
ル

ー
ト

が
一
番
良

い
と
思
う

。
 

桟
木
崩
落

が
在

る
が

歩
行

に
支
障

が
無

く
、

と
り
あ

え
ず
葛

川
辻

手
前

の

奥
駈

道
分
岐

迄
急

い
で
点
検
巡
視

。
9
/
1
7
に

山
川

さ
ん

達
が

台
風

２
１

号
通

過
後

の
点
検
巡
視

を
し

て
い

る
事

と
台
風

２
４

号
の
被
害

が
無

か
っ

た
様

で

大
き

な
手
直

し
を
せ
ず

に
、
奥

駈
道
分
岐

に
１

１
時

５
０
分

に
到

着
し
昼

食
。
 

児
嶋

さ
ん

が
暖

め
た
ソ

ー
セ

ー
ジ

と
コ

ー
ヒ

ー
を
淹

れ
て
下

さ
る

。
 

分
岐

の
直

ぐ
近

く
の

奥
駈

道
に

根
返

り
杉

が
在

り
、

台
風

２
４

号
で
倒

木

し
た

様
で

梶
野

氏
が

チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切

除
。

 

１
２

時
３

０
分
頃

に
昼

食
を

終
え

笠
捨

山
捲

き
道

へ
戻

る
準

備
を

し
て

い

る
と

、
乾

氏
と
初

参
加

の
奥

本
氏

が
「
腹
減

っ
た
！

」
と
分
岐

に
到

着
合

流
。

 

 
 

 
 

 
奥

駈
道

と
の

分
岐

で
昼

食
 

 
奥

駈
道

の
根

返
り

杉
切

除
 

 
 

捲
き

道
作

業
者

 

 

乾
・

奥
本

氏
は

、
昼

食
後

に
笠

捨
山
頂

を
経

て
行

仙
宿

へ
。

台
風

２
４

号

後
の
点
検
巡
視

が
さ

れ
て
無

い
の

で
倒

木
等

の
点
検
巡
視

を
お

願
い

す
る

。
 

 
我

々
６

名
は

、
笠

捨
山

捲
き

道
を
戻

り
、
斜
面

に
崩
落

し
た
桟

木
・

木
杭

を
引
揚
げ

、
腐

っ
た

木
杭

は
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

を
切

り
、

木
杭

に
し

て
桟

木
を
固

定
す

る
。
新
品

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

に
替

え
た

山
彦
Ｇ

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
使
う

が
切

れ
な

い
、
刃

の
向

き
を
替

え
た

が
切

れ
な

い
の

で
使
用
済
品

だ
。
そ

の

後
、

不
具
合

な
箇

所
の

補
修

と
整

備
に

よ
る
成
果

を
確
認

し
な

が
ら
戻

る
。
 

 
 

 
 

 

捲
き

道
の

桟
木

崩
落

箇
所

 
 

木
杭

付
き

桟
木

を
引

揚
げ

大
ハ

ン
マ

ー
で

打
ち

直
す

 

 
 

 
 

 
岩

盤
露

出
の

支
谷

横
切

る
 

 
支

障
の

倒
木

枝
再

切
除

 
 

 
通

行
止

め
標

識
撤

収
 

 

１
４

時
過

ぎ
に
N
o
2
4
鉄
塔

ベ
ン

チ
で
休
憩

す
る

が
、
梶

野
氏

が
１

５
分
程

経
つ

が
戻

っ
て

来
な

い
。
大
声

で
呼
ん

で
も
返

事
が

な
い

、
様

子
を
見

に
戻

る
と

、
根
返

り
し

た
倒

木
を
支

え
に
為

っ
て

い
な

い
枝

を
再
切

除
し

て
遅

れ

た
と

ベ
ン

チ
に
戻

り
休
憩

。
 

児
嶋

・
上

村
夫
妻

・
塩

川
君

は
、
先

行
し

て
行

仙
宿

に
戻

り
、

塩
川

君
に

は
宿

泊
の
飲

料
水
確
保

に
行

仙
宿
水

場
の
状
況
再
確
認

を
兼
ね

て
水
汲

み
に

行
く

様
に

お
願

い
す

る
。

 

梶
野

氏
は

、
笠

捨
山

捲
き

道
分
岐

の
「

道
崩

・
通

行
不
可

」
の
標
識

を
撤

去
す

る
作

業
の
間

に
、

川
島

が
先

行
し

１
５

時
０

５
分

に
行

仙
宿

に
戻

る
。
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こ
れ

で
笠

捨
山

捲
き

道
は

、
略
以

前
の
状
態

に
な

り
歩

行
可
能

と
な

る
。

道
具

を
資
材

倉
庫

に
戻

し
て
玄
関

に
戻

る
と

、
奥

村
氏

が
乾

さ
ん

か
ら

宿
 

泊
者

４
名

な
の

で
来

る
様

に
誘

い
」
の

電
話

が
あ

り
、
干
物

を
持

っ
て

登
っ

て
来

た
と

の
事

。
上

村
夫
妻
・
児

嶋
氏

が
１

５
時

４
０
分
頃

に
下

山
、
梶

野

氏
は

山
彦
Ｇ

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
目
立

て
を

し
て
試
運

転
し

て
か

ら
下

山
。

 

乾
・

奥
本

氏
が

行
仙

宿
に
戻

り
、

１
６

時
前

に
塩

川
君

が
水
汲

み
か

ら
戻

り
「

１
０
秒

に
一
滴
程
度

」
で
貯
留
水

を
汲
ん

で
来

た
と

の
事

。
 

 
 

 
 

 
 

奥
村

氏
遅

れ
て

到
着

 
 

 
 

 
下

山
前

の
日

帰
り

者
 

 
 

 
笠

捨
山

経
由

班
戻

る
 

 夕
食

は
芋
煮
鍋

で
あ

る
。
牛
肉
細
切

れ
・
里
芋

・
人

参
・
椎
茸

・
糸
コ

ン

ニ
ャ
ク

・
豆
腐

。
馴

れ
な

い
食
担

の
川

島
が
腹
ご

し
ら

え
に

と
、
餅
各

２
個

を
入

れ
て
煮

込
ん

だ
が

、
餅

が
煮

え
す

ぎ
て

ト
ロ

ト
ロ

に
な

り
、
慌

て
て
餅

を
取

り
出

す
。

日
の
暮

れ
る

の
も
早

く
１

６
時
半
頃

か
ら
ビ

ー
ル

で
「
ご
苦

労
様
！

」
と

乾
杯

。
き

の
こ
会

に
入
会

の
乾

氏
が

、
生
駒

山
系

で
採

っ
た
ナ

ラ
茸
・
ヒ
ラ
茸

と
自
家

の
春
菊
・
ネ
ギ

が
芋
煮
鍋

に
入

る
豪
勢

な
鍋

と
な

り
、

し
め

に
う
ど
ん

を
入

れ
た

。
 

奥
村

氏
は
持

参
の

さ
ん
ま

・
ハ
マ

チ
腹
身

の
味
醂
干

し
を
焼

い
て
下

さ
る

が
、
袋

を
切

っ
た

時
に
誤

っ
て
左
人
差
指

を
切

り
、
バ

ン
ド
エ
イ
ド

で
は
血

が
止
ま

ら
な

い
と

の
こ

と
。
深

く
切

っ
た

様
で

、
救
急
箱

に
消
毒
液

等
が
無

く
、

乾
さ
ん

塩
で
血
止

め
を

し
て
包
帯

を
き

っ
ち

り
巻

い
て

、
よ
う
や

く
血

が
止
ま

っ
た

様
だ

。
 

５
人

と
も
下
戸

な
の

で
ビ

ー
ル

１
２
缶

で
足

り
た

。
賑
や

か
に
談
笑

し
２

１
時
半

過
ぎ

に
就
寝

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
5
5
→
8
:
2
5
行

仙
宿

登
山

口
8
:
3
5
→
9
:
1
0
行

仙
宿
9
:
3
0
→
1
0
:
0
5
 

N
o
2
4
鉄
塔

ベ
ン

チ
1
0
:
2
0
→
1
1
:
0
0
掘

れ
込
ん

だ
支
谷
→
1
1
:
5
0
葛

川
辻
側

の
奥

駈
道
分
岐

(
昼

食
)
1
2
:
3
5
→
1
4
:
0
5
N
o
2
4
鉄
塔

ベ
ン

チ
1
4
:
3
0
→

1
5
:
0
5
行

仙
宿

。
 

 

１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) )) 
 
晴

時
々

曇
 

 
朝

気
温

９
℃

 

 
無
風

で
朝
靄

が
発
ち
こ

め
、
紀
伊
半

島
南
部

は
曇

り
か
雨

の
予
報

で
心

配
し

た
が

、
雲

が
あ

る
が
陽

が
差

し
込
ん

で
く

る
。

 

 
６

時
に
起
床

し
、
カ
マ
ド

で
食
器
洗

い
用

の
湯

を
沸

か
し

、
そ

の
湯

で

「
サ

ト
ウ

の
御
飯

」
を

温
め

る
。
芋
煮

の
残

り
を
暖

め
る

と
共

に
新

た
に

乾
さ
ん

「
人

参
・
ナ
ラ
茸

・
ヒ
ラ
茸

・
ネ
ギ

」
の

す
ま

し
汁

を
調
理

し
て

下
さ

り
、
さ
ん
ま
味
醂
干

し
、
温
泉
卵

、
チ

ン
ゲ

ン
菜

の
お
浸

し
、
ほ
う

じ
茶

で
朝

食
。

 

 
７

時
半

前
に
朝

食
を

終
え

、
管
理
棟

か
ら

の
土
鍋

の
保
管

場
所

が
判

ら

な
い

方
も
あ

り
、

土
鍋

を
洗

い
管
理
棟

に
保
管

。
又

、
電

源
開

発
㈱

か
ら

の
寄

贈
品

に
は

、
提
供

日
を
記
載

し
て
管
理
棟

に
運
ん

で
頂

き
、
管
理
棟

に
保
管

す
る

。
 

 
 

 
 

 

 
 

芋
煮

鍋
の

夕
食

 
 

 
 

 
 

４
日

朝
食

 
 

 
 

 
 

行
仙

宿
登

山
口

に
て
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本
日

の
補

給
路

補
修

整
備

作
業

は
、
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

か
ら
下

で
の

作
業

で
あ

る
。

８
時
半

に
は

本
日

の
参

加
者

が
登

山
口

に
着

く
こ

と
か

ら
、
朝

食

の
後
片
付

け
を

乾
さ
ん

達
に

お
願

い
し

て
、

８
時

前
に

塩
川

・
川

島
は

、
チ

ェ
ン
ソ

ー
１

台
、
大
ハ

ン
マ

ー
２
丁

、
ト

ン
ガ

・
ジ
ョ

レ
ン
各

１
、
番

線
と

シ
ノ

を
担

い
で

モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

へ
。

(
児

嶋
氏
修
理

の
ト

ン
ガ

１
在

り
)
。
 

終
点

の
近

く
の
つ

づ
ら
折

れ
の
箇

所
で
誰

か
居

て
、
浦

向
道

方
面

に
移

動

し
て

い
る

。
朝
早

く
か

ら
の
下

山
者
？

 
栗

原
先

生
(
伊
賀
市
民
病
院
勤
務

)

だ
っ

た
、
遠

方
か

ら
の

参
加
ご
苦
労

さ
ん
！

 

本
日

の
参

加
者

の
中

に
モ

ノ
レ

ー
ル
運

転
者

が
居

な
い

の
で

、
川

島
が

登

山
口

に
８

時
半

に
降

り
る

と
、
参

加
者

の
中

に
沖

﨑
氏

が
居

ら
れ

て
作

業
指

示
を

さ
れ

、
モ

ノ
レ

ー
ル

に
「

く
い

丸
」

が
積

込
ま

れ
て

い
る

。
 

本
日

の
参

加
者

は
、

沖
﨑

・
上

村
夫
妻

・
濱

野
・

生
熊

千
・

帰
省

さ
れ

た

彦
根

の
湯

川
・

山
川

・
岩

本
・

竹
中

・
高

階
美

・
栗
原

氏
の

１
１

名
が

参
加

さ
れ

た
。

沖
﨑

氏
は
欠
席

だ
っ

た
が

、
昨

日
の

同
級
会
後

で
あ

り
、

な
ん

と

か
都
合

を
つ

け
て

参
加

し
て
下

さ
っ

た
の

で
本
当

に
助

か
っ

た
。

 

沖
﨑

氏
以
外

に
モ

ノ
レ

ー
ル
運

転
者

が
居

な
く

、
モ

ノ
レ

ー
ル
運

転
希
望

者
を
募

る
と

、
岩

本
氏

が
手

を
上
げ

ら
れ
運

転
の

実
機
説
明

を
す

る
。

 

「
く

い
丸

」
５

０
本

と
桟

木
約

１
２

本
を

積
込

み
沖
崎

氏
が
運

転
し

て
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

へ
運
搬

。
無
人

で
モ

ノ
レ

ー
ル

を
降
ろ

し
て
貰
う

、
 

降
り

て
来

た
モ

ノ
レ

ー
ル

に
桟

木
約

１
５

本
と
ザ

ッ
ク

を
積

み
、
岩

本
氏

が
実
機
運

転
し

、
後

に
川

島
が

同
乗

し
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

へ
。

 

終
点

に
着

く
と

沖
﨑

氏
が

作
業
指
示

を
さ

れ
、
桟

木
腐
蝕
取
替

え
場

所
に

桟
木

と
「

く
い

丸
」

を
肩

で
担

い
で

、
第

１
ベ

ン
チ

迄
の

補
給

路
に
運
ん

で

下
さ

っ
て

い
る

。
 

 
ザ

ッ
ク

を
背
負

っ
た

宿
泊

の
３
人

(
乾

・
奥

本
・
奥

村
)
も

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
に
合

流
し

作
業

に
加

わ
る

。
そ

の
際

、
手
箕

１
個
下
ろ

し
て
貰
う

。
 

 
浦

向
分
岐
地
点

に
桟

木
３

本
と

「
く

い
丸

」
６

本
で

土
留

め
し

、
桟

木
と

「
く

い
丸

」
を
番

線
で
シ

ノ
を
使

っ
て
締

め
る

作
業

は
、

乾
氏

に
上

村
洋
氏

へ
指
導

し
て
貰
う

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
か

ら
下

の
ガ

レ
場

の
補

給
路

に
桟

木
２

本
追

加
し

、
ガ

レ
場

の
土
石

を
手
箕

・
１
斗
缶

２
個

の
手
渡

し
で

補
給

路
に
敷

く
。
又

、
ガ

レ
場

の
補
修

整
備

は
、

山
川

氏
が
主
担
当

に
な

っ
て

作
業

し
て
下

さ
る

。
 

 
 

 

 
補

給
路

改
修

の
桟

木
運

搬
 

 
 

ガ
レ

場
の

補
給

路
改

修
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
運

搬
桟

木
手

渡
し

 

  
沖

﨑
氏

は
、

濱
野

氏
と
桟

木
丸
太

を
モ

ノ
レ

ー
ル
駐

車
車
庫
付
近

(
１

０

本
)
と

モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

に
再
び
運
ん

で
貰
う

。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル
運
搬

３
回
目

の
桟

木
は

、
並
ん

で
手
渡

し
で
降
ろ

し
た

の
で

あ
っ

と
云
う
間

に
作

業
が

終
了

す
る

。
又

、
補

給
路

の
桟

木
取
替

え
地
点

へ

肩
で
担

い
で
運
ぶ

作
業

は
、

１
２
人
程

で
運
ん

だ
の

で
、
荷
揚
げ

し
た
桟

木

約
７

０
本

は
略
取
替

え
地
点

に
運
搬

し
終

え
休
憩

と
す

る
。
思

わ
ぬ
大
勢

の

参
加

で
予
定

作
業

が
早

く
終
了

し
感
謝
！
感
謝
！

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

改
修

後
の

ガ
レ

場
補

給
路

 
 

 
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
で

休
憩
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１

０
時

１
０
分

か
ら

の
休
憩

の
間

に
、
初

参
加

者
と
久

し
振

り
に

参
加

等

の
奥

本
、

栗
原

・
湯

川
・

塩
川

・
岩

本
・

山
川

氏
の
自

己
紹
介

を
行

っ
た

。
 

略
運
搬

作
業

を
終

え
た

の
で

行
仙

宿
へ

登
り
昼

食
に

す
る

事
に

し
た

。
 

乾
・

奥
本

・
奥

村
の

３
氏

は
、
そ

の
後

の
作

業
量

は
少

な
い

の
で

。
此
処

で
別

れ
て
下

山
に

な
り
ま

し
た

。
残

り
１

３
名

は
、

行
仙

宿
に

１
１

時
１

０

分
頃

に
到

着
し

、
薪

の
運
搬

、
発

電
機

を
作

動
さ
せ
ブ
ロ
ワ

ー
で
落

葉
掃

除
、

宿
内

を
掃

除
機

で
掃

除
等

を
行

い
、

１
１

時
４

５
分

か
ら
昼

食
。

 

ス
ー

プ
が

、
上

村
氏

か
ら
皆

に
振
舞

っ
て
下

さ
り
好
評

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

休
憩

中
に

初
参

加
者

等
紹

介
 

 
 

 
 

 
 

 
行

仙
宿

で
の

昼
食

状
況

 

１
２

時
半
頃

に
行

仙
宿

か
ら
下

山
し

、
上
部

の
余
分

な
桟

木
約

１
０

本
を

取
替

え
地
点

に
運
搬
移

動
さ
せ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

行
仙

宿
で

昼
食

 
 

 
 

登
山

口
に

戻
り

コ
ー

ヒ
ー

 
 

 
午

後
か

ら
の

作
業

者
 

腐
蝕
桟

木
と

の
取
替

え
作

業
は

、
後

日
実

施
す

る
こ

と
に

し
て

、
本

日
の

作
業

を
終

え
、

１
３

時
過

ぎ
に

登
山

口
に
降

り
た

。
 

上
村

洋
は

、
行

仙
宿

か
ら

登
山

口
迄

の
行

仙
宿

補
給

路
を

熊
手

で
掻

き
掃

除
し

て
下

さ
り

。
舗
装

道
路

を
歩

い
て

い
る

様
に

な
っ

た
。

お
疲

れ
様
！

 

登
山

口
で

は
、
女
性
陣

に
よ

っ
て

行
仙

宿
で
沸

か
し

た
湯

を
テ

ル
モ

ス
に

入
れ

て
持

帰
り

、
登

山
口

で
コ

ー
ヒ

ー
を
淹

れ
て
下

さ
り

、
１

３
時

３
０
分

流
れ
解
散

と
し

た
。

 

 
新

宮
組

は
、

帰
路

の
北

山
村

「
じ
ゃ
ば

ら
祭

り
」

に
立

寄
り

帰
新

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
記

；
川

島
、
写

真
；

梶
野

・
川

島
)
 


